表２―１　過去１０年間に行われた就労に関する当事者意識についての調査・研究

	No
	実施主体
	調査・研究名
	目的
	対象・質問項目

	1


	国立職業リハビリテーション
センター
	国立職業リハビリテーション修了者の就業の実態と意識に関する研究（１９９３）
	国立職業リハビリテーションセンター、国立身体障害者リハビリテーションセンターの修了者の追跡調査を行い、今後の指導・訓練のあり方を検討するための基礎資料を得ること
	①職業の実態、②職業上の地位、③給与の実態、④仕事の熟練と自信、⑤職務の変化と転職、⑥生涯訓練の必要性、⑦職リハセンターの指導・訓練に対する意識

	2


	倉本義則、三澤義一
	中途脊髄損傷者の職場適応感と職業感に関する一考察（職業リハビリテーション、１９９４）

国立職業リハビリテーションセンター修了生の職場適応に関する調査報告（１９９３）を研究論文の形態にまとめたもの
	①会社、職場等の諸側面に関する満足意識と構造、満足意識と継続・離職の意思、離職行動との関連、②職業観と継続・離職の意思、離職行動との関連について分析し、中途脊髄損傷者の職業指導や就職後のフォローアップに寄与する情報を得る
	対象は、Ｋ職業リハビリテーションセンターを修了し、年齢３５歳までので中途脊髄損傷者。

調査内容は、①企業就労の有無と就労先の属性、②現在の職場に関する満足意識、③現在の職場に関する継続・離職意思の有無とその理由、④離・転職経験の有無、⑤離職者の離職理由、⑥離職者の離職に関わる満足意識、⑦職業観、である。

	3


	島田博祐、橋本優、本田壮一
	知的障害者における職業知識、職業興味及び自己評価の関係に関する予備的研究（障害者職業総合センター研究紀要、１９９６）
	知的障害を有する職業準備訓練生を対象に、職業知識・職業興味・自己評価に関する面接調査の結果報告をすること、その中で得られた事例検討を通じて、職業指導時における適切な職業情報提供の方法に関し示唆を得る
	対象は、障害者職業総合センターの職業準備訓練コースに在籍した知的障害者。

２０の職業について、就労場面の図版を見せ、「この仕事を見たことがありますか」、「どんなことをやる仕事ですか」、「この仕事をやるには、どうしたらよいですか」（以上知識）、「この仕事をやってみたいですか」、「どうしてやりたいのですか」（以上興味）、「やれる自信はありますか」（自己評価）を尋ねる


表２―２　過去１０年間に行われた就労に関する当事者意識についての調査・研究

	No
	実施主体
	調査・研究名
	目的
	対象・質問項目

	4


	日本障害者雇用促進協会
	肢体不自由者の就労支援に関する研究調査Ⅰ（１９９８）
	これまでの職業援護システムがどのように機能し、成果をあげているかを検証する一端として、職業生活を長期にわたって経験している肢体不自由者の視点から、働く障害者の実体験と評価を通じた職業問題の把握がねらい
	調査対象者：障害者雇用の実績のある全国1200事業所に協力依頼して、従業員のうちから原則45歳以上の肢体不自由者で調査への回答をしてくれる人を選定。調査項目：①年齢などの個人的属性、②障害の状況、③受けた学校教育とその評価、④受けた社会福祉施設サービスとその評価、⑤職業の経歴、⑥職業生活の評価、⑦受けた職業教育訓練とその評価、⑧生きがい、働きがい及び職業がもたらした効果、⑨生活の満足度と社会の態度・職業援助サービス内容に対する評価、⑩後輩である障害者に対する助言、⑪10年後の予測

	5


	日本障害者雇用促進協会
	肢体不自由者の就労支援に関する研究調査Ⅱ（１９９９）
	肢体不自由当事者の職業生活に影響する（した）諸要因を明らかにし、今後必要とされる職業支援のあり方の検討。また、１９９８年調査に基づく職歴パターン（キャリアパターン・職業経歴類型）の意味や分類を再検討、新たな枠組みを模索
	調査対象：本研究員らが関係する医療・福祉・職業関連機関等のサービスを受けたことのある肢体不自由者のなかから、あらかじめ候補者を限定し、調査の趣旨に同意を得られた者。比較的長期にわたって職業生活を継続させている肢体不自由者のなかの26名。調査内容：ヒアリング調査。「面接調査票」を独自に作成。１９９８年調査（上記）との関連を考慮し、職業歴、職業観および生活の状況や人生観を特に詳細に聴取。



	6
	梁瀬誠
	精神障害者の作業所利用目的と就労に対する態度（職業リハビリテーション、２０００）
	精神障害者小規模作業所通所者の通所目的と就労（一般就労）に対する態度の全体的傾向、性、年齢による違いを明らかにし、作業所が提供すべきサービスについて再検討することを目的とする
	通所目的：「病気の症状を軽くする」「作業所に通所することで、規則正しい生活を送れるようにする」「あいさつなどの礼儀を学ぶ」「家族との関係をよくする」「気分が落ち着き安心できる」「一日の生活が家の中だけどとどまらず外出する機会になる」等、２２の質問項目に対して、４件法で答えてもらう。就労に対する態度：「仕事につくことは難しいことだ」「これから仕事につけるか不安だ」「できるだけ早く仕事につかなくてはいけない」「仕事につかなくては一人前になれない」等、１０の質問に、４件法で答える


表２－３　過去１０年間に行われた就労に関する当事者意識についての調査・研究

	No
	実施主体
	調査・研究名
	目的
	対象・質問項目

	7


	全国社会就労センター協議会

	障害者が授産施設等を出て地域で自立生活できるよう援助するための方策についての国際調査研究事業に関する報告書（２０００）

	「施設生活から地域自立生活への進展を図るためには、福祉的就労から事業所での雇用に至るまでの各段階において、社会生活を支える様々な仕組みを含めた具体策の構築が必要である」という前提から、そうした支援の方策を探ること
	身体障害者、知的障害者、精神障害者、それぞれを通所利用、入所利用に分類して記述。入所利用者に対する質問項目は、①就労経験の有無、②授産施設を出て企業で働きたいか、③企業で働きたい理由、④企業で働きたいとは思わない理由、⑤授産施設を出て街で暮らしたいか、通所利用者に対する質問項目は、入所利用者用質問項目に、⑥将来はどのように暮らしたいか、が加わる


	8


	社会福祉法人東京コロニー
	高齢者・障害者の就労環境と就労支援システムの研究　―　提言および社会就労センター（授産施設）・小規模作業所実態調査、シルバー人材センター事業からの報告　―

（２０００）

	わが国における一般雇用されない障害者の新しい就労支援システムのあり方を検討し、モデルシステムを構築し、提言すること

	授産施設利用者へのヒアリング。①施設利用の動機・現在の満足度について（・最初の動機、・今の気持ち）、②作業について（・作業への感想、・困っていること、・改善してほしいこと）、③工賃と生活費について（・工賃についての感想、・生活費全体の状況）」、④生活について（・今の生活の状況、・将来の希望）、⑤一就労について（・就労経験の有無、・今後の希望、・一般就労するためにはどんな力が必要か）、⑥自治活動について（・自治会について（自治会の有無、活動内容）、・これからの活動について）、⑦施設への希望、である。


表３　表２の調査・研究を、目的を縦軸、質問内容を横軸にし、整理したもの
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